
〔26-2 〕 Z天水田水稲作の収量とその限界の推定』

持野泰之

1 . 民的

① 現況の天水田水認作の収量の平均とぱらつきを推定する。

② 天水田水揺｛乍の収量の限界を推定する。

2 .  1反霊の推定方法の確立

各年度の水稲作の�交霊は次式で決 まる。

（当該年度の水揺収量）= （潜在寝室〉× 〈干ばつによる 減収率〉
？ ↑  

経年的に変化しな い 経年的に変化する

〈水揺品撞、 土壌の艶沃去、 〈各年の降雨

施把 ・農薬の使用状況等〉 時系列の特性〉

! ,  ... . 

そこで、 実測デ ータに基づ く 潜在生産力の推定と干ばつによる減収率推定モデル

の 開発を行なう。

2 .  1 潜在収量

ドンデーン村におけ る畦区間の潜在収量のばらつきはドンヂーン村を 1 つの地

域単位と考えた場合の地域開の潜寄収量のばらつきと比べて小さいことから、 ド

ンデーン村全域の畦区において港在収量は間ーとみなした上で、 表 uこ示したデ
ータよりドンデーン村lこおけ る 潜在収量を 240Kg/10a （モミ 重〉と推定した。

2 .  2 減収率推定モデんの開発

各年度の降雨時系列から干ばつlこよる 減収率を推定する ため記、 減収率推定モ

デルの開発を行なっ た 〈図 1 参照〉＠ こむモデルは水稲作カレ ンダーの経年的変
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動と4. 1 に述べる各種子ばつ防止対策の実行詰度を組み込むこ とが可能 であ る。

3. 現況収量の推定

3. 1 実測降雨時系列に基づく推定 〈図 2 参照〉

3. 2 合成降雨時系列に基づ 〈 推定 〈図 3参照〉

4 収量の上限の推定

4. 1 天水田における干ばつ防止対策

天水田の収量向上の阻害要因は、 干ばつ被害である。 もち ろん洪水、 病虫害な

どの被害も発生するが、 それらは地域的に限定され、 あるいは干ばつ被害と比較

して量的に無視できる。 干ばつ対策は、 生産物の選択、 営農季簡の選択、 営農労

力の投入の 3種類に大別 される 〈表 2 参黒〉。 こ の う ち生産物の選択は、 水田に

おいては水捕に限定される ので不可能である。 営農季節の選択は、 水稲品種と作

付時期の選択 に よ り可能である。 また、 営農労力の投入 に よ る 干ばつ対策と し て

は、 浸透霊と流出霊の抑制が考えられる。

4. 2 各種干ばつ防止対策の効 果

1 0 0年間の合成降南時系列を用いて、 各種子はつ防止対策の効 果 の推定を行

った。 その結 果 、 水稲品薄の変更、 作付時期の変更、 深部浸透ロスの抑制は、 一

部のあるいは全部の畦区の平均�文章を約10%上昇さ せる効 果 があるこ とがわ かっ

た 〈函 4参照〉。 すなわ ちドンデー ン村の全畦区の平均収量の上限は1.35t/haで

ある。 これは現行の品種や作付時期の選択あるいは営農労力の投入レベルが、 上

限と大差ない平均収 量をもたらすこ とを意味する。 従って、 土地資本の投下、 す

なわ ち i菱沼施設整備を行わない限り、 天水田水稲作の収量を大きく改善する こ と

は不可能である。
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急 r 潜在技量の推定

調査方法 1 9 8 3 年度収量（Kg/lOa)

平均 標準惰差 上最

メリ り 取 り 謂査・
1

検見・ 2

関 き 取 り 調査・
3

1 9 8 1 年度と の

品種別収量比較・
4

2 2 4 

2 3 9  

2 1 9  

7 6  

3 9  

1 2 1 

注〉 各数億は以下の文献か ら算出 し た。

2 5 0 ～ 3 0 0  

2 6 0 ～ 3 0 2  

2 3 0 ～ 2 4 0  

1 •• • 

ぉ ；Second I nter i m  Report(S I R) , p . 163 ,  F i g . 7・6,

本2 ;s 1 R , p . 163, F i'g . 7・5 ， 本3;S I R , p .2 13 ,Tab .8・ 1 0 ,

主4 ; S I R , p . 168 , F i g . 7・ 1 7 .

減収率 ！ 
推定モデル i

実期降爵時系列

持雨量の合成

合成降荷時系列

干ばつ対策の検討

パ ラ メ ー タ の設定

' 
担 割幽 幽剛 噂醐 欄剛、

水稲作シ ミ ュ レ ーシ ョ ン モデル 11 ! 

本田生育期間長 生育各競の水分状態

減i皮評舘式
ι四一一一一一一一一 鍋嶋 崎幅 値峰 姐嶋 明暗 幽・・ 叩・ 幽崎 明・ 欄． 輔幽・ 幽」

干ばつ に よ る 確率減収率

＆ ム ヲミヱk 日ヨ ヱ.kf諮f乍 の 1佼霊童 の:r佐支芝フヲ宇去
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表2 ぞきト竿霊長葦土也 乙之 さ3 乙ナ る ニヒ土t控室＊
:t.交TJ与えタト 口コ ニ子 乙玄 、つ おケiと文す穿定

天水田 濯j母国 天水間 濯：郎君

生産物む選択
作物の選択 X X 。 ム

営農の季節の選択
4’． e・ ・

品種の選択 。 ム 。 6 
． 

作付時期の選択 。 ム 。 ム
営農労力の投入

蒸発散む抑制 × × 。 ム
浸透童の抑制 。 ム × × 
j支出；震の抑制 。 ム × × 

注）0 ： 一般的、 × ： ：不可能、
ム ： 土木的濯滋が不十分な場合のみ。
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図 今 ゴ二地資本投下以外 の

弓ニ乙ま司つ 島吉iとヌ寸安定 o::::> 交力男毛

注〉 地形 タ イ プと は水田群内部におけ る 雨水の再自分を
表現す る ために、 畦区を 地形上の佳置か ら 毘分 し た
類型在意味す る ＠
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